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追
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ら
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始
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械
；採
用
、の
爲
め
に
人
間
勞
働
の
一
部
分
が
不
用
す
な
る
こ
ミ
は
之
を
認

- 

’':
:
,;■
'
.
.
.
.

■
.
.
 

.

.

.

.
-
.
,

.

め
•た
；り
。
然
れ
ど
も
彼
れ
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の
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く
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し
て
職
を
離
れ
た
る
勞
働
者
は
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爲
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他
に
職
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求
む

.る
i

ビ
を
得
べ

"く
、究
極

-機
械
採
用
の
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後
ヒ
に
於
て
霄
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せ
ら
る
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勞
働
量
に
は
增 

鱗
な
：ぐ

,#
働
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資
本
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械
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潰
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落
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澤
に
浴
す
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利
益
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み
あ

5

て
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ふ
と
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ろ
な
し
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認
め
た
る
が
如
し
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彼
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す
る

i ^
z
 

ろ
.を
.引
用

’す
れ
ば
、始
め

.て

®
濟
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間
題
に
.注
意
す
る
に
至
り
し
時
以
來
常
に
彼
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働
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械
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應
用
は
，

|

般
の
利
益
た 

•
'る：
i
.の
に
し
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燦
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落
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落
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械
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費
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資
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潤
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費
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貨
幣
收
入
を
以
て
購
入
し
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る
貨
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加
す
る 

の
；1

般
的
利
益
^
均
架
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
べ
し

o

而
し
て
勞
働
者
隙
級
の
利
害
に
就
て
は
彼 

れ
以
、
ら
く
#
働
者
の
階
級
も
亦
た
同
額
貨
幣
賃
銀
を
以
て
延
に
多
遨
の
貨
物
を
購
ふ
力
を 

有
す
べ
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を
以
て
機
械
の
使
用
に
依
て
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く
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益
.す
る
も
の
な
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本
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又
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憐
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械
應
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ら
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生
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產
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；
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働
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を
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す
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本
は
常
に
必
中
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よ
り
も
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し
く
大
攻

，.る
流
動
資

本
摄
を
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せ
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を
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藤

見
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資

本

家

の

横

遇

に
關
す
る
限
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に
於
て
は
遂 
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變

易

す
名

、
こ

ビ

な

か
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^
し

が
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働
蒋
に
關
す
る
部
分
は
熟
考
を
重
ね
た
る
結
來
謬

M

ど
し 

<
之
を

放

舞
す
る
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至
れ
り
。
彼

れ

..
^
機
械

の
入
間

勞
働

代
用

が
、屢

々
勞
働
階
級
の

發
め

-r

甚
；た
有
害
な
る
，こ
と
を
認
む
る

R

至
れ
る
な

A

c
彼
れ
の
前
日
の
議
見
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を
の

0

ら
記
す
る 
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ビ
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ろ
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へ
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會
の
純
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得
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總
所
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の
關
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に
關

.す
る
誤

*

ょ
々
生
じ
た

b

o
彼 

れ
，
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社
會
の
總
所

.得
の
：增
加
は
、を
の
純
所
得
の

.增
加

ビ

並
行
し
、從
て
地
主
一
資
本
家
が
所
得
の 

泉
源

^

る
基
金

f
u
np-
'

v
勞
働
者
が
所
得
を
仰
ぐ
く
こ
ろ
の

*

金
.と
は
同
時
に
增
加
す
る
.も
の 

-i
思
ひ
た
る
も
、今

:»
-
-主
.資
本
家
の
爲
め

0

寒
金
が
增
加
す
る

と

同
時
に
勞
働
^
の
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め
の
基 

い
金
の
減
少
す
る

r
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あ
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#
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た
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な
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け
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爲 
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か
不

^
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の
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す
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磅
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萬
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資
本

)

を
以
て 

生
~產
を
開
始
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に
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幣
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中
垣
千
磅
を

_
«#.
;«
分
す
。
此
場
合
此
.‘年
の
總
收
益
は
一
萬
五
千
磅
純
收
益
は
こ
千
磅
な 

夂

ぃ

然
る
に
今
次

^

に
於
て

.資
本
家
は
一
萬

H
午
磅
を

K

出
し
勞
、働
者
の
半
數
を
役
し
て
機 

■械
を
製
作
せ
し
め
、殘
る
半
數
を
舊
の
如
く
食
物

.並
に
必
需
品
の
生
產
に
充
て
た

0

ビ
せ
ば
、如 

何

^

る
結
果
を
生
ず
べ

_
:
&
.
か
。

此

年

，に

於

て

生

產

せ

ら

る

、

も

の

は

七

千

五

f
H破
の
價
値
あ 

る
機
械
^
岗
じ
卞
七
チ
五
西
磅
の
食
物
迪
に
必
需
品
と
な
る
々
く
從
て
資
本
家
の
资
本
は
舊

に
同
じ
か
る

ベ
し
。
'N蓋
：し
資
本
家
は
此
の

ニ

個
の
價
値
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に
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の
固
定
資
本
を
苻
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ベ
く
、之
を
總
針
す
れ
ば
資
本
ニ
莴
礴
ミ
利
網
ニ
千
磅
ボ
を
成
す
を
以
て
な

K
V
O今
此
の
一
一 

■千
破
を
自
家
消
費
：の
爲
め
控
除
す
る
と
き
は
、資
本
家
の
流
動
資
本
の
以
て
次
年
の
活
動
を
營 

む
べ
き
も
の
は
五
千
五
百
破
に
過
ぎ
ざ
る
べ
し
。
即
ち
彼
れ
の
勞
働
展
俯
資
カ
は

J

靡
三
千 

對
五
千
五
百
の
比
を
以
て
、減
少
す
べ
く
、從
來
七
千
五
茛
磅
を
以
て
羅
傭
せ
ら
れ
た
る
勞
働
は 

金
部

.過
剩
と
な
る
べ
し
。
但
し

ll
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b場
合
資
本
家
は
機
械
の
援
助
に
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前
ょ

b

少
な

S

努
睛 

t

以V

流
動
資
本
を
囘
收
す
る
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共
に
全
資
本
に
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す
る
ニ
千
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利
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擧
げ
ざ
る
可
か 

ら
ず
ビ
雖
も
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此
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し
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は
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、
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得
ん

か
、總

所
得
の
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許
な
る
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全
ぐ
典
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問 

ふ
と

r
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b
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ら

hず9

而
！か
も
人
口
を
養

a
勞
働
を
歷
傭
す
る
の
力
は
、

|

國
純

收

益
k

よ
ら

ず
し
て
常
に

•其
總
收

.益
：に

’由
る
も
の

-な
る
を
以
て
、上
記
の
如
べ
機
械
梂
用
の
爲
め

1:
總
所
得 

減
少
す

~る
ビ
，き
は

「

人
ロ
は
過
剩
ビ
な
る
ベ
ぐ
、勞
働
階
級
は
窮
迫
困
難
の
狀
態
に
陷
る

乙
ビ」

を 

避
く
可
か

.

.らざ
，る
な
り

。
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械
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，.用
に

$

ブ
く
物
價

0
低
落
は
，資
本
家
の
貯
窨
餘
カ

.を
大
な
ら
し
め
、斯
く 

;

し
て
增
殖
せ
る
資
本
は
對
勞
働
需
要
を
增
加
せ
し
め
、從
て
一
度
職
を
離
れ
た
る
'潜
の
一
部
が 

後
に
至
つ
て

.雁
傭
舍
ら
れ
、或
は
往
ふ
：に
し
て
純
收
益
の
增
加
が
優
に
總
收
益
の
減
少
を

®

a 

て
、人
口
過
剩
を
生

‘せ
ず
じ
て
終
る
こ

'̂
あ
る
は

.Ri
c
a
r
d
o

之
を
認
む
ど
雖
も
、

(
p
p
.

ち1-2
)

而
か 

も
究
極
彼
れ
は
勞
働
階
級
が
懷
け
る
、機
械
の
使
用
は
屢
々
彼
等
の
利
益
を
傷
く
と
の
意
見
は 

『

成
，>5

.

誤
謬
に
基
づ
け
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、よ
ぐ
經
濟
學
の

JE
.當
原
理
に
適
へ
る
も
の
な
る
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7
4
)

事
.を
明
言
，し
て

®

6

ざ
-る
.
も

，
の

な

，̂

.
。

ノ

以
上

R
i
c
a
r
d
o

は
:說
明
の
爲
め
姑
ら

{
新
機
槭
が
，突
然
發
明
採
用
せ
ら
れ
た
る
も
の
ミ
假
想 

し
た
れ

-ど

も

、
彼

，
れ

の

所

見
.に
#

へ：ば
、事
實
上
機
械
の
發
明
は
旣
存
資
本
を
其
現
用
途
よ
り
他 

に
轉
せ
し
へ

-^
る
よ

i

は
擧
，ろ

;®
約
貯
蓄
せ
ら
れ
た

.る
新
資
本
の
用
途
：を
決
す
る
の
作
.用
を
な 

.

.す
も
の
な

-

と
謂
ふ
。
資

.本
家
を
促

が

し

て

機

械

採

用

を

決

；せ

し

if
る
も
の
は
、賃
銀
の
騰
貴

，'第
十
五
卷

(
1 '

五六，五

)

論

魏

.

3
ヵ
ル
ド
ォ
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機
械
論
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笫
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ニ
號
ニ

'

な

&

即
ち
資

.本

.並
：ド
人
ロ

.

.の
'增
加
；の
爲

«>
-
食
物
，今

 

困
：難
ビ
な

&

て
、其
價
格
騰
貴 

,

し
.、從
て
賃
銀
漸
く
騰
貴
す
る
，に
及
び
貯
蓄
せ
ら
れ
た
る
新
資
本
の
機
械
に
，投
せ
ら
る
ゝ

%
#
>
 

の
比
伢
は
增

'±
す
。
彼
は
こ
れ
が
爲

0

に
資
本
の
增
加
が
遂

.に
全
く
勞
働
に
對
す
る

P

®
の 

增
加
を
#
は
ざ
る
に
至
る
こ
ど
あ
る
べ
し

.ビ
：想
像

.す
る
こ
、ど
を
憚
か
；る
ビ
雖
も
、敢
て

r¥
#
に 

對

す

る

，
需

要

は

'
：
:

資

本

增

加

の

比

率
.に
於
セ
せ
ず
、比
率
は
必
然
減
少
す
ベ
し

」

どg

ふ
も
の 

な 

A

;?
4
7
9

)

r 

、
.
，
.
. 

■

(

四)

一.
.

：
.‘ 

. 
■

M
Q
C
&
o
c
h

は
固
ょ

&

此

R
i
c
a
a
o

の
變

.說
に
平
な

3

こ
ビ
能
は
ず
、書
を
寄
せ
て
師
の

ff
M

解 

を
難

.じ
之
を
以
て
經
濟
：學
を

*

礎
な
_
殿
堂
と
評
す
る
も
の
に
新
論
據
を
與
ふ
る

V

の

ビ

な
 

し

^
喔

^
1
!
5
氏

の

腧

に

，對

.す

る*

下

の

得

意

：の
：答
•辯

を

讃

み

た

る

後
*

下
が
斯
く
速

尸
に
氏 

S
握
手
し
で
一
切
を
抛
棄
す
べ
し

S
は
豫
期
せ
ざ

6
し

S

こ
ろ
な

>

€
請

へ

匕

楚
に
^
す 

る
返

#

中
に
於
て

s
c

a
r

f

再
び
自
說
を
說
明
し
て
日
ぐ
、

「

予
が
意
見
：の
變
化
の
全
部
は
單
に 

次S

如
し
。
日

^
、予
は
從
來

.機
械
は
，一
國

.を
し
て

J

其
貨
物
の
總
生
摩
額
を
增
加
す
る
尽 

を
#

し
む

^
思
，へ

k

而
し
で
今
は
其
使
用
：が
寧
ろ

®
生

產

.'額

を

減

少

せ

レ

む

る

の

傾

あ

る

事

.を
信
ず
る
事
造
な

V
O
J 

:
M
p
l
t
h
u
s

の
意
見
に
關
し
て
辯
じ
て
は
、

『

貴
下

S
C
C
U
U
O
C
1
1
)

は
必

すMalthus 

.氏
の

.：機
械
に
對
，す

.る
、反

®

論
が

€

の
一

'國
耱
生

_

額
を
增
加
せ
し
め
て
、生
產
せ
ら
れ
た
：る
貨 

，物

'を
消
費
す
る
事
能
は

‘ざ
.る
に
至
ら
し
む
る
こ

.ゼ
、是
.に
對
す
る
需
要
な
き
に
至
ら
し
む
る
こ 

と
に
在

.る
を
忠
れ
た
名
な
ら
ん
。
之
に
反
し
て
予
が
晃
解
は
、機

.械
の
使
用
が
屢
々
總
生
產

m

 

を
減
，タ
せ
し

iめ
、消
費
慾
は
無

'制
限
な
る
も

®

要
.は
購
買
資
力
欠
乏
の
爲
め
に
減
少
す

v
し
と 

，謂
ふ

.に
在
り

o 

.
,
凡
そ
ニ
學
：說

•の
.こ，れ
ょ

^

も
相
異
な
る
も
の
あ

.

O
s

得
ベ
き
や
。

」

ビ

謂

ひ

、
_史
に 

進
ん
で
 

'次
‘の
如
く
謂

‘
.へ
K

V

C0-
■ぐ
^H

i

機
械
が
貨
物
を
そ
の
設
®
前
に
於
け
る
ょ
り
低
廉
に 

生
逄
す
る
こ

^
な
く
ん
ば
、設
鼠
せ
ら
る
、
事
な
か
る
ベ

&

こ
く
を
認
む
と
雖
も
、

「

之
を
低
廉
に 

生
產
せ
：ば

^

設
辙
ば
必
ず
各
階

' 級
の
人
に
有
利
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ず

」

と
云
ふ
を
否
認
す
。
其 

一
設
置
は
購
買
者

0
各
階
；級
に
取

.ヶ
て
購
質

#

ど
し
て
は
必
ず
有
利
な
ら
ざ
る
を
得
ず
と
離
も
、
 

吾
人
の
間
に
、於
け
る
間

®

は
を
の
果
し
て
購
買

#

階
級

0
數
を
減
少
せ
し
ひ
る

f

否

や
是
な 

り
。
:;
予
が
，
.を
の
減
少
せ
し
ひ
ベ
：し
ビ
謂
ふ
は
、を
の

0

生
產
物
量
を
減
少
せ
し
む
る
を
以
て
な 

b

p
從
て
君
が
書
中

.に
總
生
產
若
し
く
ゆ
純
生
産
.額

0
大
小

'ゆ
，吾
人
 

の
毫
も
拘
は
る
ビ

'こ
ろ 

记
ぁ
ら
ず
ビ
謂
へ
る
は
根
據
あ
’る
こ
ビ
能
は
ず
、全
問
題
は
感
办
て
此
：命
題
の
眞
僞
に
在
る
を

第

十
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第
十
二
猇

-
9

以
て
な

h

o
君
若
し

〗

交
換
し
得
ベ
き
物
品
を
減
少

'せ
ば
、君
は
亦
貨
物
に
對
す
る

■

嬰
.を
も
減 

少
せ
し
む

0

祉
會
の
或
る
一
若
し
く
は
許
穸
階
級
の
享
樂
資
料
を

_

少
せ
し
ひ
る
な
り
。
予 

が
機
械
が
果
し
，て
一
年
の
用
に
耐
ふ
る
か
、十
年
百
年
の
用
に
耐
ふ
る
か
を
言
は

ざ

り

し
ビ
せ 

■ば
、予
，は

當

然

な

すベ

き
明
言
を
怠
れ

' 
る
も

.
の
な
办
。
又
予
は
機
械
が
使
用
に
耐
‘ふ
る
こ
と
僅 

か
に

,1

年
に
過
ぎ
ざ
る
ヒ
は
、全
く
勞
働
に
對
す
る
請
要
の
減
退
な
し
と
云
ふ
事
の
幾
何

® 

上
の
命
題

0
如
く
明
白
な
る
を
認
む
ビ
雖
も
，機
械
が
十
年
の
用
に
_
ふ
る
も
猶
ほ
必
ず
同

一 

の
結
果

.ぁ
る
ベ
し
：岑
云
ふ
一
事
を
容
認
せ
す
。
機
械
に
し
て
僅
沪
に
ー
年
の
用
に
耐
ふ
べ
し
ビ 

.せ
は
、生
產
せ
ら
れ
た

：

る
羅
紗
は
少

.く
も
.前
ど
同
じ
價
値
'を
有
せ
ざ
る
可
か
ら
ず

ビ

雕
も
、®
し 

十
.年
持
續
す
ベ
し
ビ
せ
ば
、こ
れ
ょ
{
も
遙
か

V

に
小
な
る
價
値
は
資
本
の
普
通
利
澗
を
生
ず
る 

に
足
る

X

し

;:
0

何

^
な
.れ
ば
同
類

.の
資
本
は
，投
せ

' ら
る
べ
し
ビ
雖
も
、其
資
本
中
勞
働
維
持
の 

用
に
充
て

/ら
る

..》

の
，は
少
な
く
、從
て
生
產
せ
ら
れ
た
る
貨
物
の
總
腹
値
ょ
り
年
♦
控
除
せ 

&

る
、
ビ

N；

ろ
減

.少
す
べ
き
を
以
て
な

.办
。
常
に
利
潤
を
構
成
す
る
も
の
は
"此
控
除
の
跡
に 

殘
る

S

こ
ろ
の

^

の
な

b

o

l製
布
家
あ
り
て
一
ヤ
ア
ド
ニ
破
に
て
，羅
紗

j

與
ヤ

K

ド

、

即
ち 

二
荷
癖
を

.生
、產
し
、其
中
九
，千
ヤ
ア
ド
即
ち
一
萬
八
千
磅
を
勞

»;
に
支
給
す
。
機
械
の
助
力
に

侬
备

.同

1

額
の
資
本

.を
以

.て
彼

.れ
は
年
々
僅
か
：に
三
千
ヤ
ア
ド
を
生
齑
し
得
る
に
過
ぎ
ず
。

.然
れ
ど
も
此
の
三
千
ヤ
：ア
：ド
：の
中
彼
は
得
分

p
 

i

千
五
西
ヤ
ア
ド
を
留
保
す 

る
こ
ど
を
得

-而
し
て
生
産
手
段
節
約
に
ょ

P

て
羅
紗
は
一
ヤ
ア
ド
一
磅
十
志
に
下
落
す
.る
も 

の

,
假

定

す

ベ

も

)

令
製
布
象
は
同
額

.の
資
本
に
對
し
、前
に
得
た
る
ニ
千
破
の
代
り
に
一
一
千 

.
ニ
萏
五
十

0

を

#
:る
こ
€

な
為
か
。

.
彼
れ
が
爲
め
に
は
固
定
資
本
を
以
て
流
.動
資
本
に
代
ふ 

る
充
分
の
理
由
な
き
か
、而
し
て
勞
働
を
树
除
す
る
、、こ
ビ
な
く
し
て

ff
i

く
之
を
行
ふ
こ

S
を
得 

る
：か
。
故

.に
吾
人

.ば
玆
に
一
貨
物
が
其
總
量
は
減
少
せ
る
に
も
拘
ら
ず
、̂
產
费
減
少
の
爲
め 

低
廉
ビ
な
る
一

.例
を
洧
す
る
な
り
。
觅
に
此
機
械
の
耐
久
力
を
僧
大
せ
ん
か
、彼
れ
は
そ
の
固 

定
資
本
の
原
狀
を
維
持
せ
ん
が
爲
必
投
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
ヤ
ア
ド
餘
減
少
す
る
を
以
て
、三 

千
ヤ
ア
ド
ょ

&
少
な
き
收
益
は
以
て
製
布
家
を
«
ふ

に
M

る

ベ
し
。
苦
し
增
大
せ
る
耐
久
力 

を
以
て
機
械
，が
依
然
羅
炒
三
千
ャ
ア
ド
を
生
產

す
と

假
定
せ
ば
羅
紗
の
價
格
は
低
落
す
ベ
し
。
 

蓋
し
其
生

*

费
觅
に
減
少
す

.ベ
き
を
以
て
な
り
。

a

が
同
蹵
の
勞
働
：を
雇
用

.し
得
る
は
、機
械

が
羅
紗
三
千
ヤ

:7
ド
を
產
出
す
る
場
合
に
於
て
の
み
。
鸾
し
此
揚
合

.に
於
て
 
'の
み
君
は

#

冷

. 

.

.

.
:
:.
.
.
. 

.

,食
.物
赢
紗
及
び
；有
ゆ
る
他
の
貨
物
の
同
一
爆
を
有
す
べ
き
を
以
て
な
り

。
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六

、動

» !
本

^'
有
す

^

ビ
‘

ば
彼
ば
之
を
以
て
吏
に
多
數
の
人
を

®

傭
す
る
こ
ミ
を

.得

ベ

し
.0
而 

し
て
彼
若
し
此
流
動
資
本
に
代
ふ
る
に
同
價
値
の
固

®

資
本
を
以
て
す
る
.こ
ビ
を
適
背
せ 

ば
、必
ず
を
の
勞
働
容
の
二
部
を
解
雇
す
る
の
必
；要
を
生
中
ベ
し
。
蓋
し
固
定
資
本
は
を
れ
-に 

取
て
代
ら
ん
こ
ビ

.を
目
的
ビ
せ
る
勞
働
の
全
部
を

M
傭
す
る

乙
ビ

能
：は
ざ
る
を
以
て
な

K
y
o
 

予
は
吿

0

す
、是
等

.の
»

®

^
予

0
見
る
ビ
己
ろ
を

.以
て
す
れ

W

幾
何
學
上
の
眞
理
の
如
く
明 

白
に
し
て
、た
父
予
の
久
し
ぐ
之
を
認
む
る
こ

€

能
ば
ざ

6

し
を
驚
く

0.
み
な
る
乙
ビ
を
。
請 

ふ
成
心
を
去
り
て
之
に
注
意

.せ
ょ
。
然
ら
ば
予
は
必

.す

.君
の
予
に
同
意
す
べ
さ
を
信
す
。

」

ど 

(Letters to M
c
c
u
l
l
o
c
h
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R
i
c
a
r
d
o

は
-
.

Malthus 

.に
與
へ
た
る
書
簡
中
に

.も

此

事

，
に

言

及

し

、

f

吾
等

/

(
M
c
c
u
n
o
c
h

ビ

Ricardo 

S
 ©

間
に

】
一

三
通
の

.書
简
交
換
せ
ら
れ
し
が
、最
後
の
書
に

.於
て
彼
れ

(
M
c
c
u
l
l
o
c
h)

は
機
械
使

用
の
結
果
の

^
年
の
總
生
產

M

と
そ
：の
價
値

€
を
減
少
せ
し
む
る
こ
ビ
あ

6

得
べ
き
こ

V」

を

.
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-
: 

........
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•

承

®

し
た

:̂
が
如
し
。
此
點
を
譲
步

.す
る
乙

W

に
砍
て
彼
れ
は
問
題
を
放
棄
せ
る
も
の
な

6
0
 

何
と

^

れ
ば
減
少
せ
る
總
生
產
物
量
を
以
，て
し
て
同

1
の
.勞

,

71
.傭
資
力
あ
る
ベ
し

ビ
主
張 

す
る
こ
ビ
不
可
能
な
る
を
以
て
な
り

9

予
を
以
て
見
れ
ば
此
間
題
に
關
す
る
予
の
說
の
眞
な

る

事

は

絕

對

的

に

职

白

5:
;る
；
の

觀

: p
り」

ビ
記
し
、
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む
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た
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：ら
く
を
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機
械
論
中
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引
用
せ 

る John Barton 
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小
册
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&
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a

l

は
*;
本
中
の
賃

.鐵
支
挪
の
用
に

3E
て
ら
る
ゝ
纟 

0

ら
？
る

®

分
で

.を
；別
ち
て

"資
本
の
增
加
が
必
し
も
勞
働
に
對
す
る
霜
要
の
增
加
を

.M

味
す 

る
も
の

f
あ
ら
ざ
る
こ
？
を
指
摘
し
た
る

:'
'
:の「

大
功
緣
を
有
す

(

|

3)

。

こ
れ
ょ
办
先
き

I

日 

Smith 
t
其
賃

«*
1

論

の

.
‘
章

に

於

て

'^|

: «
に「

賃

銀

に

.
依て

生

；
活

‘
す̂'
，も

：.の
-̂

對
す

る

霞

要」

は「

賃 

银
支

«
'の
用
に
充

「

で
&;
,.れ
^

る
基
金

0
增
減
に

.由
&
て
增
減
し
、而
し

て
此
藤
金

«

生

^

維
持 

に

^
要
な
る
以
上
；の
餘
剩
所
得
及
び
手
エ
業
者

f
(
m
a
s
t
e
r
s
)
0

業

務
.0

必
要
を

©

過

す

る
餘
：剩 

資

本(stock)
：

を
以
て
構
成
せ
ら

る
。
如
ち
所

?

餘
裕
を
生
ず
る

と
き
は
人
は
；新
に

僕
婢
を 

.

- 

r

0

^

m

 

^
 

第
十
二
瞵 

5



■

第
十
五
卷
，

(

m

七
5

.:
:論

魄

”
力
^
ド
ナ
の
機
械
論
 

第
十
二
號
一
八 

展

W
若
し
く
は
興

‘數
を
增
さ
ん
ミ
し
、又
手
エ
槳
參
そ
の
業
務
用
.の
資
本
に
餘
裕
を
生
せ
ば
當 

f

の
餘
裕
を

以

て

1.

ニ

.
人
の
職
人
を

歷

は
ん
と
す
ベ
し
。
而
じ
て
所

#

及
び
資
本
の
增
加 

は
部
ち
國
富
の
增
加
に
外
な
ら
ざ
る
を
以
て
賃
錐
に
依

h

て
生
活
す
る
も
の
に
鉢
ず
る
■
要 

ぬ
當
然
國
富
の
澈
加
士
共
，に
增
加
す

」

ビ
謂

.へ' 
% 

.
 

( w
e
a
l
t
h

 of 

Nations 

Car
m
a
n

 

ed. 

V
o
L

 

I 

pp. 

7
?
7
ご
.
此

1

段
の
說
明
を
讀
め
る
名
の
は

smith'

が
念
®

に

置

く
ビ
こ
ろ
の
、決
し
て
近
世
：エ 

場
勞
働
紫

'に
非
ず
し
て

.:
;
.

M
a
r
x

の
所

.謂
：
T

K
フ
ァ
ク
ッ
タ
ル
莩
エ
樂
エ
場
⑽
了
ぅ
も
寓
に
古 

.き
手
工

‘業
者
な
る
乙
と
を
認
む

V

し
。
.機
械
採
用
の
勞
働
需
要
に
，及
ぼ
す
影
響
の
論
せ
ら
る 

S
.
>
J と
な
ぎ
は
固
よ

-
 ̂當
然

•の
み
。

(Ed. 

Bernstein, 

Zur Theorie 

u
n
a

 

G
escMchte 

des 

q̂zialislmls 

1
9
0
4
: 1. 

T
e
i
l
S
;

 18 

5
後

に

資

本

論

に

.入

办

てS

I

は

流
®！
;

*

本

ビ

闾

定

資

本

ヒ

を

E

別

し

、 

或4

節

に

於

て

は

「

勞

働

の

原

料

と

實

銀

;^
を

供

給

し

て

產
業

(industry)

を
活
動
せ
し
む
る
も 

，の
は
流

0

資
：本
な
：る

.

」

事
：を
循

^
>:
:

と
：雖
も
、
全
篇
を
通

«

す
れ
ば
、彼
れ
は
固
足
流
動
兩
資
本
を 

.
一
括

.し
て
輩
に

::
^
 

も
の
は
資
本 

量
な
.々
と
云
ふ
.を
常
ビ
し
、例
へ
ば

「

國
の
資
本
が
依
'然
ご
し
て
同
一
，な
る
ピ
は
勞
働
に
對
す 

.る
鎔

&
:も
同
じ
，く
同

.一.
又

は
甚

だ

同1

に，

ベ
し」

?
f e
s

i .
率

の

量
は
；
：
：
谷

國

に於

て
_之
を
雇
傭
す
る

*
本

(stock)

の
if
加
ビ
共
に
增
加
す

。」

9
 

3
s
)
r

社
會
の
產
業
は
そ
の
資
本
の 

«

加
-に
比
例
し
て
の
み

>

加
す
る
こ
ビ
を
得
。な

.
l

r一
 

社

#

内
に
於

V

現
に

*

傭
せ
ら
る

、 

有

益

勞

働

の

量

，の

增.加
は
，
■全
然
之
を
歷
傭
す
る
資
本
の
增
加
に
倚
賴
ぜ
ざ
る
を
得
ず
ぷ
，

I
. 

a
r
‘“
7
5
e.
:謂
.
へ
る

■な
り

。

.

然
る
に
十
八
世
紀
末
並
に
十
九
世
紀
始

0
英
阔
に
於
て
は

#

物

價

格

騰

貴

の

爲

め

に

世

の
 

注
..意
は

'.
:

4

般

生

-*
物
ギ
資
本
ー
<

に
.集
中
せ
ず
し
，ヤ
、穀
.作
農
業
家
の
食
物

e
資

本

と

に
集
^
せ 

ら
る
、
に

'
•至
れ
り

.；
：
°熱
る

_

作
農
業
家

|の
-資
本
ば

»

0;
全
®

本
ょ
り
も

>

1

1

の
所 

謂

流

動資
本
を

以「

で；
成

：る
事
多

&

を
常

e 
.

し

、
岛
つ
農
業
家
が
以
で
業
務
を
開
始
す
べ
き
貨
幣 

:
»本

.の
多
く
は
質
紙
に

〉

投

贫
ら
れ

P
 

の
,
實
に
基
づ
き
此
時
代
の
經
濟
學
翁 

.等
.：

は

流

動資
本
を

.以

.

.て『

資
本

』

の
.最
重
要
，な
る
，科
分

.ど
見

’な
し

_、

『

勞
働
猶
持
の
爲

^
:の
s.
今m

を 

以

ズ

殆

ど.
0

流
動
資
本
：講
成
分
子

^

見
な
す
に

.至
れ

〜

固
定
資
本
は

往

々

全
c

S

却 

t

.:
^

れ
.て『

資
本』

は
勞
修
雒
持
の

.甚
金
の
み
を
指
す
の
稱
ど
な

>

«
槭
は
別
範
疇
に
镫
か
る

\

.
 ̂

 ̂

& 

 ̂

^

其

Principles

第
一
版
の
序
文
に
デ
：

势
働
機
械
か
か 

資
本

j

ビ
記
せ
る
は
過
失
に

.過
^

f

す
る

.も
、猶
ほ
以
て
當
時
の
風
潮

.一
端
を
窺
は
し
む
る

%

 ̂

^
 

第
i

 

'【

九



膝
十
五
盤

P
五
.七四)

論

^

Y
力め
t
ォ
の
機
_
論

 

ノ
第
十
二
號
ニ
〇

の
ど
な
す
べ
し
。

(
G
a
n
n
a
l
v
T
i
l
e
o
t
^

 

e
tp-p. 

1
1
2.)

此
間
に
あ
り
て
注
韋
を
勞
働
維
持
基
金
の
外
に 

猶
ほ

»

本
の
存
す
る
こ
ど
、並
に
雇
俯
せ
ら
る
、
勞
働
量
は
全
資
本
の
大
小
に
よ
ら
ず
し
て
此 

褪
金

0
大
小
の
み
に
僑
る
こ

.'e
R
.促
.が
さ
ん
？
し
た
る

.も
の
は
、下
院
の
救
贫
法
調
®
委
員
會 

の
報
吿

(

.一
八

1
::
七
; ¥)

に
し
て
典

一
節

は
r

^

wの
入
が
.勞
働

に

餍
«

せ

ら

れ
得
る
か
は
、絕
，

_

的 

に
勞
働
展
傭
に

_

用
私
：を
る

^
 

に
.の
み

.由

^
/て
定
ま
る
。
此
辕
の
甚
金
が
如
何
な 

る
'
.方
法
に
適
用
支
出
せ
ら
る

X

レ

ビ

す
る
も

"之
に
依
て
維
持
せ
ら
る
、
勞
働
量
は
第

|

次
に 

於
て
，は

〗

殆
ふ
同

|
.3:
;々
ベ
し

0
:.
:是
镣
基
金
の
為
部
又
は

1.

部
を
强
制
的
に
投
用
す
る
乙

e

の 

0

接
の
結
果
ル
、用
法
を
改
む

.る

.に
あ

.：&

て
其
量

'額
.を
變
ず
る
事

i

ら
す

o

法
律
規
定
に
よ 

で
故
用

t
ら
る
、
部
分
队
、若
し
其
資
金
に
し

"て
原
^
贫
激
の
分
配
に
委
せ
ら
れ
た
ら
ん
に 

は
必

^-
或
他
の
目
的
じ
充
用
せ
ら
れ
た
る
な
ら
知

”

故
に
法

#

に
よ
り
勞
働
窮
说
と
し
て
.維 

持
せ

「

ら
る

S

枣
の
は

1皆
な
然
ら
ざ
る
と
き
は
窮
民
に
與
へ
ら
る
、
資
金
を
某
自
家
の
勞
働
に

よ
り
で
贏
得
し
た
る
ベ
き
或
る
他
の

-
< 
々
亿
代

&

て
維
持
せ

.ら

る

、
の
み

O
Jと
云
へ
る
な

b

.
1.
 

-
.
- 

.
';;
: 

— 

B
a
r
t
o
n

は
此
報
吿
に
喈
指
を
得

^

る
ネ
の
な

b ^
^
^
o
c
c
a
n
n
a
l
^
p
p
.
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一 >9

1Ba
「r
t
o
n
,

は
勞
働
に
對
：ず
；る
霞
顆
は
、流
：動
資
本

..の
增

.鱗

.の

.み
に
由
り
て
发
右
せ
ら
る
、
も
の

な
る
を
以
て
、資
本

0
“增
加
は
必
し
も
同
一
比
例
に
於
て
對
勞
働
需
要
を
增
加
せ
し
め
ず
、

®

し 

き
に
至
り
て
は
資
本
の
增
加
あ
..る
も
勞
働
に
對
す
る
霄
要
は
全
然
增
加
せ
ざ
る
事
あ
り
得
べ 

き
：を
指
示
せ
る
な
ぅ

0

日
く

^

r

資
本
の
；蓄
樹
は
每
時
必
す
し
も
勞
働
の
増
加
量
を
動
か
す
も
の 

に

あ

ら

'ざ

る

が如
し

；。
‘
姑

•ら
く i

例
を
假
想
せ
ん
。

一
製
造
■
者

あ

ゎ

て

，
一

千

磅

の

資

本

を 

有
し

1
.
1
}

十
人
の
織

5

維
持
の

.用

に

充

て

、
每
年

J

人
に
五
十

f

支
給
す
。
今
此
人 

の
資
本
は
突
然
、

1
1

千
磅
に
增
加
し
れ
り
七
せ
ょ
。
然
れ
ど
も
彼
れ
は
ニ
倍
の
資
力
を
以
て
勞

< 

- 

.

.
;
I ン
.

-

I.
 
-

_

.
 

,
-
... 

.

働

#:
の
ニ
倍
數
を
雁
傭
す
る

〔

こ
:̂
な
く

〕

、千
五
西
磅
を
能
く
五
人
の
人
を
し
.て
前
に
ニ
十
人
が

.

.

.

.

i

 

- 

.

 

:
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

•
 

.
 

.

 

、

■

 

'

 

;

爲
せ
る

S
同
量
の
作
業
を
行
ふ
こ

S
を
得
し
む
る
機
械
の
据
付
に
支
出
す
。
然
か
す
る
時
は
、
 

「

製
造
業

.者
が
其
賢
本
を
增
：加
せ
る
の
結
果
十
五
人
は
解
傭
せ
ら
，れ
ざ
る
か
。

——

然
れ
ど
も
機 

械
：：

の
：建

.造
及
び
修

―

は
多
數
の
勞
働
者
を

M
傭
せ
ざ
る
か
。
を
は
疑
な
し
。
此
場
合
千
五

0

 

磅
が
支
出
せ
ら
れ
た
る
を
ぶ
て
そ
は
ー
年
各
茧
十
磅
を
以
て
三
十
人
の
人
に
職
を
與
へ
た
ナ 

ガ
假
事
す
る

Z

ビ
を
得
ベ
し
。
假
に

+

五
年
の
使
用
に

*

ユ
る
も
の

ど
す

れ
ば

S

槭
は
之
ょ 

b
丨
短
：命

な

，る

こ̂

稀
な
上
三
十
人
の
勞

«
«

は
常

R
十
五
人

0
製
：造
業
霜
に
此
機
槭
を
供
給 

す
る
こ
と
を
得
べ
く
、從
て

#

製
造
家
は

.絕
良
ず
ニ
人
を
®
傭
す
る
も
の
ビ
云
ふ
こ
ど
を
得
ベ

第
十
五
卷

(

5

七五)

論

跳

::
リ
ヵ
シ
ド
ォ
の
機
械
論

 

第十二
號二一



'
第
十
芄
铪
：a

五
七
六:0
ゾ
論
：
m

9ヵ
ル
ド
ナ
の
遍
械
論
 

第
十
ニ
號
ニ
ニ 

し
6
;ま
た

1
:人
は
常

「

に
必

|耍
な
る
修
理
の
爲
め
に
濯
傭
せ
ら
る
、
も
の

W

想

像

せ

ょ'.
0

然

る
 

時
は
吾
人
は
前
に
ニ
十
人
の
織
物
エ
を
，有
し
た
る
ど
こ
.ろ
に
五
人
の
織
物
エ
ビ
三
人
の
機
械 

製
作
请
と
を
有
す

.る
な

b
。」

縱
令
製
造
家
の
所
得
が
西
碑
ょ

b 
ニ 

f
H碑
に
堪
加
せ
る
爲
め
新 

it
ニ
人
の
饌
婢
を
«
ふ
と
假
定
す
る
も
猶
ほ
前
の
ニ
十
人
の
織
物
エ
に
對
し
僅
か
に
總
計
十 

A

の
歷
俯
せ
ら
■る

、

に
過
ぎ
：ざ
.る
な
ら
。y

故
に
.

「

勞
働
に
對
す
る

ft
要
は
.流
動
資
本
の
咐
加
に 

■I
b

T
、率
定
資
本
の
增
加
：に
由
ら
す

,：
0

此
ニ
稲
の
資
本
間
の
比
例
が
眞
に
有
ゆ
る
ミ
き
荷
ゆ 

る
國

R
於
て
同
一
な
ら
ば
、典
場
合
に
は
當
然
雁
傭
を
得

.ft
る
勞
働
潜
の

.數

.は
國
の
富
裕
に
比 

例
す
べ
し

:0
然
れ

-ど
i

斯
.る
狀
0

は
蓋

.然
の

*

な
し
。
技
術
進
步
し
文
彻
普
及
す
る
に
從
ひ

.■,
: 

.
:'
, 

' 
モ
Xリン 

.

固
定
資
本
は
流
動
資
本
に
對
し
て
益
々
大
な
る
比
例
を
占
む
。

,英
產
綿
紗

1

片
の
生
產
上
に

i

 
.

 

.

 

I

 

k

 

.

.

.

.

I
.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

 

.

使
’用

せ

ら

る

固

定

：資
本
額
は
、印
度
締
紗
の
：同

*

の
生
產
上
に
使
用
せ
ら
る
、
免
の
ょ

.

C
N

少 

:

く
も
西
倍
、恐

ら
.く

は

一
千
倍

大
な
る

ベ〜

、使
用
せ
ら
る
、
流
働
資
本
の
比
例
は
、诨
分
又
は

一 

千
分

1

な
る
べ
し
。

一
定
事
情
の
フ
に
於
て
勸
勉
な
る
一
國
民
の
年
貯
蓄
が
全
部
固
定
資
本 

に
加
へ

ら

る
、

*
あ
る
べ
き
は
容
易
に

想

像

せ
ら
る
。

此
'場
合
に
於
て

は

貯
蓄
は
勞
雛

に
對 

す

る
0

要
增
進
の
上
に
何
等
の
効
栗
を
祖
せ

ざ

る
ベ
し
を

。
(

宅
.
ヂ

s
 

f

a
。
は
是
に
對

し
て
、資
本
の
增
加
が
全
然
，勞
働
に

'對
す
る
.霄
耍
の
增
加
を
伴
ふ

こ

ビ

な
さ
.
®
#
に
至
ク
て
は 

想
；像
し
易
か
ら
ず
。：
明

.言
し
：#
る

;̂
こ
ろ
は

«

要
の
，僧
加
の
：減
少
比

‘例
に
於
て
行
は
る

.
、
ビ 

云
ふ
に
止
ま
る
：と
謂

.ふ
と
雖
も
、

®

ほ
固
定
植
額
の
勞
働
階
級
に
及
ぼ
す
影

'響
に
關
す
る

W

? 

ton

の
說
を
以
て
疋
鵠
を
耨
た
る
も
の

S
な
し

:0
右
の
論
文
の

rff
i

値
ぁ
る
報
導
を
念
め
る
こ

ビ

多
‘大」

な
る
こ

t

を
認
め
た
、
。

(P. 

400
0)

'
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.

.
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六)

： 

.. 
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V

抑

も

資

本

中

，勞

：働

〔

2

歷
‘傭

ic
充
て
ら
る
、
部
分
ビ
然

&

ざ
る
も

の

ビ
を

.分
ち
、資
本
^
攒

2>

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

.

.

.

バ
ぞ
程

.上
に
於
け
る
ム
：，
1
.
.
.
®
の
.比
.伊
の

.變
化

.力

.勞
働

*

の
.境
遇
に
，及
ほ

.す
影
響
を
論
ず
る

Z

ど
最 

詳
：密
に

し

て
«
.社
會
に
於
け
る

.勞
働

'者
の
位
置
の
不
安

■を
資
本
の

.蓄
積
中

」

に
伴
ふ
勞
锄

M
傭 

に
充

V

&
る
、
資
本
部
分
の
比
例
的

«

少
に
歸
し
た
る
も
の
は

M
a
r
x

が
資
本
論
第
—
卷
サ 

111

章「

資
本
.的
蓄
攒
の
一
般

法
則」

中
に
述
ぶ
る
と
こ
ろ
の
說
な

&
o M

a
r
x

 '

は
資
本
を
.勞
働
力
の 

へ
價
値

'即
ち
賃
銀
總

.，額

即

ち

可

變

、資

本

ヒ

坐

產

用

具

の

，
儇

値

即

ち

不

變

資

本

ど

に

分

-t
>、技
術
的 

必
耍
に
ょ

^

て
決
せ
ら

.

.るA
:

此
ニ
：者
の
：組
合
せ
を
稱
し
て
資
本
の

「

有
機
的
組
織
し

organische 

z
u
s
a
m
m
e
n
s
e
t
s
n
g

 des 

Kapitales

ヒ
云
へ

^

^
若
し
資
本
の
有
檄
的
組
織
が
不
變
な
る

ビ

き
は
勞

笫
十
芄
猞

(
一

五七七

y

論

魏

.

”カルドナの機械論
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第
十
二
號
ご
四

働
に
對
す
る
需

®

は
資
本
の
增
殖

.ビ
弗

|:
增
進
し
て
、賃
銀
を
騰
貴
，せ
し
め
、賃
銀
の
騰
貴
は
を 

，の「

生
產
行
程
の
资
本
的
特
性
を
危
ラ

」

せ
ざ
る
限

b

行
は
れ

#

ベ
し
。
た
ケ
賃
鐵
の
騰
貴
、郞
ち 

利
澗
の

©]
減
或
程
度
に
達
す
る
ビ
き
は
、利
潤
の
刺
戟
鋪
令
て
資
本
の
薺
偾
は
或
は

S
緩

S

な 

P

或
は
減
退
す
る
を
以
て
勞
働

*

に
對

.す
る
需
要
從
て
歡
歡
し
、賃
銀
は

「

再
び
資
本
の
利
殖
慾 

.に
適
應
す
る
水
準
ま
で
下
降
す
。

」

：然
る
に

f
 

.
に
從
へ
ば
資
本
の

.蓄
積
ミ
共

^

そ
の

「

育
機
的 

組
織

」

は
變
じ

.て
資
本
中
の
可
變
部
分
は
不
變
部
分
に
對
し
て
相
對
的
に
減
少
す
。
蓋
し
資
本 

家
は
市

揚
R
於
て

競
，寧
す
.る
爲
に
は

^
商
品
を
低
廉
攻
ら

し
め
：ざ
る
可
か
ら
ず
。
而

.し
て
此 

事
は
他
の
事
情

に
し
て
變
ら
、ざ

る
限
ゎ
勞

：

働
生
產
カ
の
增
進

に
ょ

h
.て
の

.
み
行
は
る

o

然
る 

'に
勞
働
生
產
カ

.:
0
堦
進
は
へ
其
條
件
並
に

結
果
ど
し
て
不

變

資
ボ
部
分
の

相
對
的
增
加
を

意
眯 

す
る
を
以
て
な
ち

-.
°

即
ち
勞
働
：生■座
力
を
僧
進
せ
し
む
る
爲
に
は
資
本
中
の
前
ょ

.

O
V

も
大
な 

る
部
分
を

機
槭
妞

.物
其
他
の

設
備
に
投
ず

る
.を
®

し
、夂
勞
働
隹
產

.力
增
進
す
れ
ば

原
料
の
消 

费
增
加
す
る
を
以
て
不
變
部
分

-0
占
セ
る
比
率
增
大

.す

。
：
/
資

本

の益
々

大

な

る

部

分
が
生
產 

要

具

に

、益
，々

小
な
る
部
分
が
勞
働
力
に

變
形
ぜ

ら
れ
、
生
產
佣

^
の

結
集

及
び
そ
の
技
術
的
作 

用
の

.程•度

t
共
に
：そ
れ
が
勞
働

遨

歷

，傭

.手

段
*
る
の
程
度
は

減
.少
す
。1
,

此

形

勢は
資
本
の
集

-
8

1-
二 

___|-
=
■

画一一
=
■一=
i
p
E 
塵 

g
J
_
M
J
P
U
^
>
£
e
.
s
i
g
.
i
g
l
_
J
J
g
l
e
M
i
_
.
M
I
l
l
_
M
P
&
l
u
l
™
g 

眉
謹
l
i

中
行
は
る

\ 

€
典
に
益

.々
促
進
せ

♦

れ
、資
本
が
現
紐
織

.の
儘
增
大
す
る

1休
息
狈
間
&
益
々
短

'縮
せ
ら
れ
、益
冷
多
く
の
勞
働
者
は
不
用

'£
な
ぅ
て
驛
放
せ

&

る
。
資
本
は
を
の
增

M

に
よ

6

. 

•. 

ー
.
.
1

:

....

 

. 

.

.

て
今
日
吸
收
せ
，る

«
加
，勞
働
力
を
明

.日
衝
離
す
？

【

此

.の

.全
資
本
の
生
長

S
共
に
促
進
せ
ら
れ
、
 

而
し
て
其
自
身
の
生
長
よ

i

v
速
か
に
促
進
せ
ら
，る
、
そ
の
可
變
部
分
の
相
對
的
減
少
は
、他 

.面

..に

.か
て
は
反
婆

'; ^

“可

»
•»'
本

»

し
.•く
.

は
.
#働

#

*
.傭
資
料
の
を
れ
よ
，

K
Vも
一
層
速
か
な
る 

,
勞

:*
人
ロ
の
絕
對

.的
僧
加
ビ
見
ゆ
。

0

れ
ど
i >
-

事

»

は
却

y

資
本
.的
蓄
積
が
を
の
勢
力
及
び 

:■
■程

度

：に

應

，じ

て

、絕

え

ず

相

對
'的

な

る

、即
ち
鸯
本
の
普
酿
利

殖

愁

に
對
し
て
は
過
大
な
る
、從
て 

過
剩
な
る
勞
働
人
口
を
產
出
す
る
に
ぁ

>9

0

此
過
程
從

.必
し
も
有
ゆ
る
產
樂

に
於
て
同
時
同 

程
度
：；に
，矜

は

る

、

4

の
：に
^'
'

!.
'
6ず
。

或

.®
業
に
於
て

k

資
本
の
單
純
な
る
產
中
の
結
®
資
本 

0
絕
：對
量
增
加

.せ
ず
し
て
®
に
其
組
織
の
み
變
化

し
、又
或

は
資
本

.
0
絕

對

、的

增

加
e
可

_
部 

:
分
の
絕
對
的

減
少

ビ
が
相
伴
ふ
年
ぁ
ち
，

再

 ̂

す
し
て

膨 

脹

し
、從
て
之
に
；比
例
し
て
追
加
勞
働
を

：

吸
.引
し
つ
、
忽
ち
に

t

て
典
駔
織
を
變
へ
て
可
變
部 

;

分
を
小
に
す
る

^」

あ
>
。
何
れ
に
飞
せ
よ
，有
ゆ
る
產
業

-i
c
於
て
可

®

資
本
部
分
ま
た
從
て

M 

俯
勞
働
潘
の
增
洳
は
激
し
き
動
搖
及
び
一
時
的
過
剩
ス
ロ
產
出
ぐ
相
結
べ

i

o
为
を
の
旣

第
十
芄
卷(

5
七
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ヵ
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ド
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笫

十

二

猓

二

卞 

傭
勞
働
莕
の
解
雁
な
る
顯
著
の
形
を
以
て
す
る
か
、或
は
追
加
勞
働
謂
の
就
職
雛
な
る
比
較
的 

r

默
の
形
を
以
：て
現
は
る
、
か
の
抓
ぁ
る
の
み
。

而
し
て
此
の
如
き

..
»

本
の
勞
«
翁
呑
吐
は 

®
rf
f
i資

：
本

量

及

：
び
ー
；
其

；
增

加

0̂
'

福
度
生
產
規
模
の
擴
大
、富
源

0
增
大
ど
共
に
益
令
其
程
度
を
進 

む
.

.
ち
勞

.
»者
：は

.

.勞
'
®
者
自
：ら

■造
る
ど
こ
ろ
の
資
本
の
蓄
橫
ビ
：

«

に
彼
等
自
ら
己

.̂
を

%1 

0

が
に
過
乘
な
ら
し

^

る
手

gt
を
產
出
す
る
も
の
な

5
-
o
s
p
w 

KapitalI,:volksaussbe 

S. 

5
4
8
-
3
8
}

 

M
l
:ビ
說
を
，同
：ぅ

_す
る

E
n
g
e
l
s

の
_

ふ
と
こ
ろ
も
亦
同
じ

o
.試
み
に
之
を
引
用
せ
ん
か
、田 

く
、各
資
本
家
は
沒
；落
の
刑
を
免
れ
ん
が
爲
め
に
は
益
々

そ
の

機
械
を
改
良
せ
ざ
る
可
い
ら
ず
。
 

「

然
れ
ど

.も
機
械

QV,

完
.成
ビ
は
，人
間
勞
働
の
無
用
化
の
義
な
り
。
機
槭
の
採
用
增
加
が
手

X
勞 

働
者
幾
百
海
人
の
少
擻
機
槭
勞
働
者
の
爲
め
排
除
せ
ら
る
、
事
を
意
味
す
ビ
せ

ば
、機
械
の

完 

成
：は
機
械
勞
働
者

.自
I

益
々
排
除
せ
，ら
れ
て
、究
極
資
本
，の
苹
均
的

*

俯
欲
0

を
超
.過
す
る
可 

; »
«

:

銀
勞
働
者
數
の
產
出
を
意
味

す
。

こ

れ
予
が
一
八
四
五
年
に
名
づ
け
た
る
が
如
く
完

全 

」

な
る
產
業
豫
備
取
に
し
て
、エ
業
が
繁
忙
を
極
む
る
時
の
豫
備
ビ
な
ぅ
、必
然
之
に
次
ぐ
泥
落
の

.

/

爲
め
に
路
頭
に
放
出
せ
ら
れ
、又

.常
住
不
斷
資
本
ビ
の
生
‘存
闘
爭
に
於
て
勞
働
潜
階
級
の
足
の 

鈴

®

W

な
り
、賃

.飯
を
，抑
壓
し
て
之
，を
資
本
的
必
要
に
適
.應
す
る
低
率
を
保
た
し
む
る
爲
め
の

調
節
教

^

o:

な
石
も

.の
な
り
。
於
此
機
械
が
，

M
a
r
x

の
語
を
藉
れ
ば
.資
本
の
勞
働
翥
階
級
に
對
す 

参
最
有
力
の
戰
闘
手
段
ビ
な

K

勞
働
：用
具
は
絕
え
す
勞
働
蒋
の
手
よ

6

食
物
を
掠
取

し

、勞
働 

满
自
身
の
生
產
物
が
化
し
て
勞
働
考
抑

M

の
用
具
ビ
な
る
の
事
あ
な

.

」

と
。(

d
&
ra'
g
s um

\

s:Izung 

a.
e
r Wissenscjiaft. 

s. 

2
0
4- 5

) 

.
(

i
 

パ
.

:

ノ 

'

右
，.述
の
如
き
M
a
r:x
の
見
地
よ

&

す
れ
ばB

a
r
t
o
n
-
s
c

'pr
d
o

の
機
械
論
は
固
よ

5

不
充
分
な

b

ど 

雖
も
ま
た
大

に
取
る
べ
き
ビ
.て
ろ

あ
h
o M

a
r
x

はR
i
c
a
r
d
o

の
機
*

論
の
章
を
以
て
、此

A

ビ
俗

る
>̂
.
の
と
な
せ
り
。へ

Theoris 

總
生
產
额
を
減
少
せ
し
む
る

惡
經
：濟

學

翁

を

.*
質
的
；に
：區
別
す
る
此
人
の
薺
眞
を
證
明
す 

&
e
r
:

 den M
e
h
r
w
e
r
t

 

iL 

Bd. 

2. 

T
d
l

 

3
4
4
, 5
〕
Ricardo 

が
機
械

® 
用
の

こ
と
あ

b

得
べ
き
が
故
に
勞
働
潘
の

^

め
に
不
利
な
る
べ
し
ビ
謂
へ
る
は

S

P

3の
默
過
せ

. 

■

■!
. 

■ 

' 

. 

4 

!

寶

1

ろU

し
て
、雪

m

加
ず

s

 

t

 

f

 

働
潘

の
過
剩
ビ
な
る
こ

V」

あ

6

得
べ
き

i

k
を
力
説
し
れ
れ
ど
も

(S. 

352-363) 

R
i
c
a
r
d
o

が「

資
本
家 

並
び
地
主
の
富
を
增
進
せ
し

.む
，る
原
因
が

『

過
剩
.人
ロ
を
產
出
し
敗
る
.』

事
、從
て
人
ロ
過
剩
が
殖 

富
行
ー
程
其
考
及
び
之
を
左
右
す
る
生
產
カ
發
達
の
結
果
な
る
こ
；
幺
承

|
|し

ye
る
を
芷
諭
ふ
し

.

舊
十
洱
猞

(

5

八一)

：
論
餽
リ
ヵ
ル
ド
ォ
の
機
械
論

 

第
十
二
號
二

 

b



'

第十五怨

’ 

E

リ汸ルドォの观械論

 

’

第
十
二
號
二
八

:な
し

(S. 

3
5
7

)

又
勞

«'
^
»
.す
る
需
躲
の
機
械
の
發
龜
に
比
例
し
て
.增
如
せ
ざ
る
こ
と
を
謂
ふ 

に
止
め
ず
し
て
、機

_

其
.激
が
人

P-
過
剩

t

生
せ
し
む
る
こ
と
明
言
し
，た
る
を
以
て

Ricardo.

が 

B
a
r
t
o
n

以
上
に
，重
要
な
る
一
步
を
進
め
た
る
枣
の

if
•な
せ

-
 ̂(S. 

3
7
3
)
。

た

 ̂

B
a
s.
o

n
1f
e

に 

切icardo_

が
固
定
資
本
ビ
流
動
資
本

W

を
分
ち
勞
働
に
、對
す
る
需
要
が
後
蒋
に
由
て
決
せ
ら
る 

A

も
の
ビ
な
せ
，る
は
非
な
ら
と
謂
ふ

0

蓋
し
流
動
資
本
中

の
原
料
補
助
材
料
は
機
械
と
等

.し

.
 

〜

勞
働
力

W

は
交
換
せ

ら

れ
す
、非
生
產
階
級
の
所
得
に
入
る
消
費

W
を
以
て
梢
成
せ
ら
る

> 

商

品

資

本

亦

然

，る

を

以

て

な

办

。
；
即

ち

M
a
r
x

は
«

通

行
程
上
の
見
地
に
由
る
固
定
資
本
ビ 

流
動
資
本
の
區
別
を
排
し
て
，直
接
生
產

.行

.程
ょ
分
生
す

.る
對
勞
働
力
，
係
に
基
づ
け
る
可
變

资
本
不
變

*

本
の
區
別
を
耿
る
も
の

^

ぅ
。

Fr. 

O
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r

が

Smith, 

Ricardo, M
a
r
x

三
者
の

.
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.

.
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.賃
銀
基
金
說
の

.骨
子
を
表
は
さ
ん
ビ
せ
る
左
の
方
式
は
一
目
此
三
潜
の
#
色
を
知
ら
し
む
る 

の
値
ぁ
る
べ
し
。_ 

..
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P

備
考

o
' 

Lは
賃
銀
、
k

k

»
本
、
p
は

A

ロ
、
f
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：
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け
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